
１ はじめに 

 新学習指導要領では，子どもの資質・能力を育

成するために「主体的・対話的で深い学び」の実

現が求められている。理科における深い学びと

は，理科の見方・考え方を働かせることはもちろ

んだが，子どもが実験などを通じて実感を伴った

理解をすることも不可欠であると考える。また学

習を通して，子どもが自然に対して畏敬の念を抱

いたり，自然との共生を大切だと感じたりする心

の動きも深い学びであると言える。 

 そこで，子どもが自ら問題を見出し追究したく

なるように単元にストーリー性をもたせ，子ども

が実際の自然をイメージしながら実験し，試行錯

誤しながら解決に向かう学習を行う。こうした過

程を通して子どもは主体的に学びに向かい，対話

を重ねながら学びが深まっていくと考え，この研

究テーマを設定した。 

 

２ 研究の内容 

(1) ストーリー性のある単元構成 

まず，身近な河川の災害と出会わせ，「防災計

画を立て検証する」という単元のゴールを示すこ

とで子どもは学習の必然性を感じ，主体的に追究

の筋道を作り上げるだろうと考えた。終末には自

らの防災計画を実際の自然を関係付けながら検証

する。自らの防災計画を検証することで，思い通

りにならない経験をするだろう。このような出会

い，計画，検証という流れを通じて，子どもは自

然の力の大きさや自然と共生しようとする人々の

努力などを感じられるのではないかと考えた。 

(2) 実社会と結び付け，試行錯誤する学習 

防災計画と検証の場では班ごとに計画を立て，

検証させる。計画を立てる際に災害の仕組みと関

係付けて考えさせることで，子どもは実験時の視

点を明確にもち，より理科の見方・考え方を働か

せて，計画の有効性について考えるだろう。同時

に自らの防災計画の検証後に実際の防災設備を学

べば，子どもは自らの学びを実社会と関係付け，

実感を伴った深い学びになるだろうと考えた。 

 

３ 授業の実際 

「第５学年 流れる水のはたらき」 

(1) ストーリー性のある単元構成 

① 子どもと作る学習計画 

 単元の始めに身近な地域の河川である「手取川

や浅野川」を中心とした河川災害の資料を提示し

た。身近な河川も氾濫を繰り返していた事実や災

害の大きさに子どもは驚いていた様子であった。

そこで「どうすれば災害を防げるだろうか」と問

うた。この時点では子どもは漠然としたイメージ

でしか話せなかったため，「何がわかるといいの

か」を考えさせた。すると「まずは川や災害の起

きる仕組み(原因)を知る必要がある」「災害の原

因に合わせて防災計画を立てればよい」という学

習計画を立てていった。身近な河川であるからこ

そ，子どもの中でこれからの学びに必要感が生ま

れ，主体的に学びに向かう姿が見られた。 

② 学習履歴で子どもの学びの蓄積を視覚化 

 本単元はモデル実験が中心となるため，子ども

が常に実験と実際の川とを関係付けて考えられる

学習環境が必要だと考えた。そこで，手取川の全

体 72㎞がわかるように衛星写真をつなげたもの 

を教室に掲示し（図１），それを子どもに常に意 

識させながら学習を進めた。さらに学習の始めに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な自然事象に問いを見出し，はたらきかけ解決しようとする子の育成 

～自分の学びを生かした川の防災計画の学習を通して～ 
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【図１ 手取川の衛星写真に位置付けた学習履歴】 



「今日は川のどの部分を意識して学習するのか」

を確かめることで，子どもは実験と実際の川とを

関係付け，俯瞰したり，焦点化したりと空間的な

見方を働かせながら学習をしていた。 

(2) 実社会と結び付け，試行錯誤する学習 

① 自分たちの防災計画の検証 

 子どもが学びと実社会とを結び付け，より深い

学びを実現するために，自分たちで防災計画を立

てた。防災計画の際には，「斜面の傾きが急な

時」「一度に流れる水が多くなる時」「カーブの外

側」の条件と関係付けて仮説・計画を立てること

とし，図２のように計画の視点を明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点を明確にしたことで，子どもは様々な防災計

画考えた。また，考察時にもその視点を大切にし

て話し合い結論を出す

ことができた。実験で

は子どもにとって想定

外のことが起きた。例

えば，図３のように工

夫の有無による違いが

得られなかった班もあ

った。図３の場合，別

れ道を作ったものの水

が分かれずに中央ばか

りを流れてしまった。

しかし，子どもが自ら考えた計画で，視点が明確

だったからこそ，「もっと分かれ道の始めの位置

をずらせば水を分けることができたのではない

か。」「今回の実験では工夫の効果があったとはは

っきりと言えない。」という実験方法の妥当性に

まで踏み込み，深く考えることができた。また，

カーブの外側に石を積んだ班は図４のように子ど

もの想定を超え，底面まで削れてしまった。この 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果に対して子どもは再実験を希望し，図４の班

では「石を隙間なく並べる」「底面から内側まで

しっかりと石を積む」という工夫を行った。検証

後に実際の護岸工事の資料を提示した際，この班

では「だから川全体をコンクリートで固めている

のか」と大きく納得する様子も見られた。子ども

が自ら計画し，それを検証したからこそ子どもが

主体的に活動し，対話を通して学びを深めていく

様子が見られた。また，防災計画の検証後だった

からこそ，自らの学びが実社会と結び付き，実感

を伴った深い学びができたのだと考えられる。学

習後の振り返りでは，「自分達が考えた以上の工

夫があった。それでも災害を防げないのは自然が

本当にすごいのだと思う」などといった記述も見

られた。 

 

４ まとめ 

 本研究の成果として，子どもにとって身近な事

例を示し学びに必然性をもたせるようにすること

で，子どもは提示された事象から問いを見出し，

主体的に追究を続ける姿につながったと言える。

また自らの防災計画を検証する活動では，自然に

想定外の出来事に対する試行錯誤が生まれ，子ど

もが理科の見方・考え方を働かせ，問題解決に向

かう姿勢を一層高めることにつながった。そして

終末で「実社会と結び付ける」というストーリー

性をもたせることで子どもは自然の事物現象に対

し実感を伴う深い理解を得られたと言える。 

 この研究を通し，子どもが理科の見方・考え方

を働かせることの大切さを再認識することができ

た。今後も一層子どもが理科の見方・考え方を自

在に働かせ，実感を伴った深い学びができる指導

を考えていきたい。 

 
 
【水の勢いを押さえる】 
 ・川に柵を作り，勢いを抑える 
 ・斜めの板をさし，水がジグザグに流れるようにする 
【一度に流れる水の量を調整する】 
 ・ため池を作り，水が少しずつしか出ないようにする 
 ・川を３つにわけることで一度に流れる水を分散する 
【カーブの外側が侵食されないようにする】 
 ・カーブの外側を粘土で覆って，削られないようにする 
 ・外側に石を積むことで削られないようにする 
 

 

【図３】差異の少ない結果 

   
【図４】想定を超え底面まで削れた様子 

【図２】子どもの考えた防災計画 


